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大阪府立狭山池博物館の現状等について
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2．狭山池博物館運営の現状
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施設更新費（千

円）

光熱水費
特別展委託費
機器点検に係る費用
等の削減

今後施設の老朽化が進むことにより
増加する見込み
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3．狭山池博物館を取り巻く環境
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狭山池北堤 

狭山池橋上流 100ｍ地点 
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4．保全と活用の方向性
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《カネ》安定した財務基盤強化（ささえる）

目的利用
わが国最古のダム式ため池、史跡狭山池との一体活
用を重視した野外性を持った博物館狭山池の堤や出
土文化財を中心に、水と大地との関係性を追求する
土地開発史専門の博物館

状況利用の付加

《ヒト》更なる協働拠点・交流拠点へ
《モノ》史跡狭山池を活用し、多様なモノをつむぐ

【場の活用】史跡狭山池の保存と
相乗効果を図る賑わい創出

利
用
を

拡
げ
る

深める
東アジア的視野で土地開発のあ
らゆる資料や情報の収集、土地
開発史の学習・研究センターをめ
ざす

狭
山
池
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
全
体
の

価
値
を
高
め
る
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